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セッション概要
�(口頭発表会場と時間帯、ポスター発表番号)

1：9月16日(水)、2：9月17日(木)、3：9月18日(金)

口頭発表 ポスター発表

S01�鉱物資源の地球化学〜陸上鉱床から海底鉱物資源まで〜 1A�午前･午後 1P 01-05

S02�鉄の地球微生物学と地球化学 2C�午前 2P 01・02

S03�大気水圏光化学反応過程 3B�午前 3P 01・02

G01�大気微量成分の地球化学 1B�午前 1P 06-11

G02�古気候･古環境解析の地球化学 1D�午後 1P 11-19

G03�放射性廃棄物と地球化学 3D�午後 3P 03

G04�鉱物境界面の地球化学、水-岩石相互作用 2D�午前 2P 03

G05�海洋における微量元素･同位体 1E�午前･午後  なし

G06�炭化水素資源の地球化学･深部炭素循環 3D�午前 3P 04

G07�マントル物質の化学とダイナミクス 1D�午前 1P 20･21

G08�宇宙化学･惑星化学 3A�午前･午後 3P 05-10

G09�生物と有機物の地球化学 2A�午前 2P 04-08

G10�水圏や土壌圏の環境地球化学 3C�午前・午後 3P 11-22

G11�地球内部流体の化学 1C�午後 1P 22-25

G12�最先端計測･同位体化学の地球化学及び境界領域への応用 2B�午前 2P 09-20

G13�原発事故で放出された放射性核種の環境動態 2D�午前 2P 21-23

G14�初期地球と生命起源の地球化学 1C�午前･午後 1P 26-32

G15�海洋化学･大気化学(全般) 1E�午後 1P 33-35

G16�固体地球化学(全般) 1B�午後 1P 36-42

＊「1A�午前」は、1日目のA会場、午前に開催されることを意味します。

**ポスター発表の1Pは1日目、2Pは2日目、3Pは3日目の13：00〜14：30にコアタイムが開催されます。

  

日程･会場・時間帯
セッションテーマ

����������������＜特別セッション＞

���������������＜学会基盤セッション＞

***夜間集会「学会の将来について考える�−来年のイベントから長期展望まで−」は、1日目C会場にて

������18：15〜20：00に行われます（全てのセッションが終了次第開始）。
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2015年度�日本地球化学会年会�全体タイムスケジュール
⽉月⽇日

9月15日（火） F会場 7-301 (97名)

A会場 6-102 (200名)

B会場 6-201 (200名)

C会場 7-101 (143名)

D会場 7-103 (108名)

E会場 7-104 (108名)

F会場 7-301 (97名) ←サーモフィッシャーサイエンティフィック（株）

G会場 6-101 (358名)

P会場 7-201, 202,

210, 211

展⽰示室 7-102

休憩室 7-106A, 105C

会議室１ 7-309 (63名）

会議室２ 7-302 (36名)

A会場 6-102 (200名)

B会場 6-201 (200名)

C会場 7-101 (143名)

D会場 7-103 (108名)

E会場 7-104 (108名)

F会場 7-301 (97名) ←ジャスコインタナショナル（株）

G会場 6-101 (358名) 特別集会

P会場 7-201, 202,

210, 211

展⽰示室 7-102

休憩室 7-106A, 105C

会議室１ 7-309 (63名） ←ゴールドシュミットLOC/IAGC小委員会

会議室２ 7-302 (36名)

第⼀一⾷食堂

A会場 6-102 (200名)

B会場 6-201 (200名)

C会場 7-101 (143名)

D会場 7-103 (108名)

E会場 7-104 (108名)

F会場 7-301 (97名)

G会場 6-101 (358名)

P会場 7-201, 202,

210, 211

展⽰示室 7-102

休憩室 7-106A, 105C

会議室１ 7-309 (63名）

会議室２ 7-302 (36名)

9月19日（土） 横浜情報⽂文化センター６階 　情⽂文ホール

	
  	
  会場 14

第10回　日本地球化学会ショートコース

8 9 10 11 12 15 16 17

G05  海洋における微量元素・同位体

企業展示

G16 固体地球化学（全般）

S01 鉱物資源の地球化学

G14 初期地球

G02 古気候・古環境解析の地球化学

ポスター

S01  鉱物資源の地球化学 ～陸上鉱床から海底鉱物資源まで～

G07  マントル物質の化学とダイナミクス

1913 20

コアタイム (S01, G01, G02,
G07, G10, G14, G15, G16)

G05 海洋微量元素

ランチョンセミナー

18

G11 地球内部流体の化学

G15 海洋化学・大気化学（全般）

夜間集会

S02  鉄の地球微生物学と地球化学

S03  大気水圏光化学反応

G08  宇宙化学・惑星化学

GJ編集委員会

ポスター

9月17日（木）

コアタイム
(S02, G04, G09, G12, G13)

9月16日（水）

市民講演会

メンター懇親会

G01  大気微量成分の地球化学

地球化学編集委員会

 引継評議員会

9月18日（金）

G14  初期地球と生命起源の地球化学

ゴールドシュミット小委員会

S03  大気水圏光化学反応過程

企業展示

ポスター

G06  炭化水素資源の地球化学・深部炭素循環

コアタイム
(S03, G03, G06, G08, G10)

G04  鉱物境界面の地球化学、水-岩石相互作用 

G03  放射性廃棄物

企業展示

ポスター

G08  宇宙化学・惑星化学

G10  水圏や土壌圏

ランチョンセミナー

受賞記念講演会

G09  生物と有機物の地球化学

懇親会

閉会式

G12  最先端計測・同位体化学の地球化学及び境界領域への応用

総会

G13  原発事故で放出された放射性核種の環境動態

G10  水圏や土壌圏の環境地球化学

受 

付 

開 

始 

受 

付 

開 

始 

受 

付 

開 

始 
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口頭発表 
受賞講演 

プログラム 
 

（G, A, B, C, D, E 会場） 
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第 1日目（9月 16 日） 口頭発表 午前 
【A会場】 

 
 S01  鉱物資源の地球化学～陸上鉱床から海底鉱物資源まで～ (1) 
コンビーナー：土岐知弘・野崎達生・中村謙太郎・大竹翼・池端慶 
 
09:00   1A01  
海底鉱物資源開発と地球化学者の役割り  
○浦辺 徹郎1 ( 1東京大学名誉教授、SIP次世代海洋資源調査技術プログラムデ
ィレクター )  
 
 
09:15   1A02  
沖縄トラフにおける海底熱水研究・調査  
○熊谷 英憲1,及川 光弘2,南 宏樹2,中村 謙太郎3,川口 慎介1,北田 数也1,宮崎 
淳一1,高井 研1 ( 1海洋研究開発機構,2海上保安庁,3東京大学大学院 )  
 
 
09:30   1A03  
マルチビーム音響測深機を用いた海底熱水噴出孔の探査：中部沖縄トラフを
例として  
○中村 謙太郎1,川口 慎介2,北田 数也2,熊谷 英憲2,高井 研3,沖野 郷子4 ( 1
東京大学大学院,2海洋研究開発機構,3研究開発機構,4東京大学 )  
 
09:45   1A04  
沖縄トラフ海底熱水中のLi同位体比から導かれた海底下における固相側の情
報について  
○土岐 知弘1,平敷 紗和子1,新城 竜一1,石橋 純一郎2 ( 1琉球大学,2九州大学 )  
 
 
10:00   1A05  
沖縄トラフ伊平屋北海丘の人工熱水孔を利用した黒鉱養殖プロジェクト  
○野崎 達生1,石橋 純一郎2,島田 和彦2,長瀬 敏郎3,髙谷 雄太郎4,加藤 泰
浩5,川口 慎介1,和辻 智郎1,澁谷 岳造1,山田 亮一3,猿橋 具和1,許 正憲1,
高井 研1 ( 1海洋研究開発機構,2九州大学,3東北大学,4早稲田大学,5東京大学 )  
10:15-10:30    休憩(15分)  
 
 
 
 
 
 
10:30   1A06 招待講演  
黒鉱鉱床の多様性と熱水循環系の規模  
○山田 亮一1 ( 1東北大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:00   1A07  
秋田県北鹿地域にみられる鉄・マンガンに富む化学堆積岩の鉄同位体比の特
徴と黒鉱鉱床との関係性  
○大竹 翼1,鈴木 陵平1,山田 亮一2,申 基澈3,昆 慶明4,佐藤 努1 ( 1北海道大
学,2東北大学,3総合地球環境学研究所,4産業技術総合研究所 )  
 
11:15   1A08  
秋田県北鹿地域に産する海洋堆積物と凝灰岩におけるマンガンと鉄の挙動に
関する研究  
○塚本 雄也1,掛川 武1 ( 1東北大学大学院理学研究科地学専攻 )  
 
 
11:30   1A09  
インドネシア・バンテン州・チサダン地域における金鉱化作用の鉱物学的特
徴  
○黒田 敦弘1,米津 幸太郎1 ,Mega F. ROSANA2,Sukumandaru 
PRIHATMOKO3,渡邊公一郎1( 1九州大学大学院,2Padjadaran Univ.,3PT AGC 
Indonsia)  
11:45-12:00   1A10  
海底熱水性硫化鉱物の銅同位体比の特徴  
○池端 慶1,石橋 純一郎2,平田 岳史3 ( 1筑波大学,2九州大学,3京都大学 )  
 
 
 
 

【B会場】 
 

 G01  大気微量成分の地球化学 
コンビーナー：宮崎雄三・岩本洋子・豊田栄・角皆潤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
09:30   1B01 招待講演  
高CO2・気候変動下の大気－水田間の窒素交換  
○林 健太郎1,常田 岳志1,長谷川 利拡1 ( 1農業環境技術研究所 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:00   1B02  
富栄養湖沼手賀沼の表面水二酸化炭素分布とその変動要因  
○葛西 眞由子1,時枝 隆之1,谷口 雄哉1,伊波 はるな1,中山 典子2,小菅 瞭
吾1 ( 1気象庁,2東京大学 )  
 
 
10:15   1B03  
種々の大気試料中N2Oのisotopocule比測定用自動前処理装置の開発  
○豊田 栄1,吉田 尚弘1 ( 1東京工業大学 )  
 
 
 
10:30   1B04  
さまざまな大気環境における塩素消失に関わる化学反応の推定  
○坂田 昂平1,坂口 綾2,為則 雄祐3,高橋 嘉夫4 ( 1広島大学,2筑波大学,3公益財
団法人 高輝度光科学研究センター,4東京大学 )  
 
 
10:45-11:00    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
 
11:00   1B05  
エアロゾル中の人為起源鉄の著しく低い安定同位体比に基づく海洋表層への
人為起源鉄の寄与の評価  
○栗栖 美菜子1,宮原 彩2,山川 庸芝明1,宮本 千尋1,坂田 昂平2,飯塚 毅1,植松 
光夫1,高橋 嘉夫1 ( 1東京大学,2広島大学 )  
 
11:15   1B06  
飛沫から生成する海洋起源エアロゾルの化学的特徴 II̶有機物の質量スペク
トルの解析  
○岩本 洋子1,持田 陸宏2,Sandric C. Y. Leong3,石坂 丞二2 ( 1東京理科大学,2
名古屋大学,3シンガポール国立大学 )  
 
11:30   1B07  
富士北麓カラマツ林内におけるテルペン類由来シュウ酸エアロゾルの生成  
○望月 智貴1,宮﨑 雄三1,河村 公隆1,小野 かおり1,和田 龍一2,高橋 善幸
3,三枝 信子3,谷 晃4 ( 1北海道大学低温科学研究所,2帝京科学大学,3国立環境
研究所,4静岡県立大学 )  
 
11:45-12:00   1B08  
冷温帯林における窒素付加による植生起源二次有機エアロゾル生成への影響  
○宮崎 雄三1,川上 裕美1,竹内 友美1,河村 公隆1,中路 達郎1,日浦 勉1 ( 1北海道
大学 )  
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第 1日目（9月 16 日） 口頭発表 午前 
【C会場】 

 
 G14 初期地球と生命起源の地球化学 (1) 
コンビーナー：古川善博・薮田ひかる・小宮剛・渋谷岳造・小林憲正 
 
09:00   1C01 基調講演  
比較惑星海洋学とハビタビリティ  
○関根 康人1 ( 1東京大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
09:30   1C02 招待講演  
地球形成と初期進化  
○玄田 英典1 ( 1東京工業大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:00   1C03  
海洋底アルカリ熱水変成作用と熱水組成の経年変化  
○小宮 剛1 ( 1東京大学・駒場 )  
 
 
 
10:15   1C04  
弱還元型惑星大気中でのアミノ酸生成のエナジェティック：タイタンと原始
地球  
○小林 憲正1,阿部 仁美1,伊勢 絢一1,癸生川 陽子1,依田 功2,福田 一志2,
近藤 康太郎2,小栗 慶之2 ( 1横浜国立大学,2東京工業大学 )  
 
10:30-10:45    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
10:45   1C05  
衝撃波による液体ベンゼンの反応  
○三村 耕一1,西田 民人1 ( 1名古屋大学大学院 )  
 
 
 
11:00   1C06  
プロテノイド共重合体の質量分析計を用いた構造解析  
○永沢 恵理子1,三田 肇2 ( 1福岡工業大学大学院,2福岡工業大学 )  
 
 
 
11:15   1C07  
メイラード・タイプ反応で生成する微小球状有機物のサイズ・形態・組成分
布  
○高橋 絢子1,薮田 ひかる1 ( 1大阪大学 )  
 
 
11:30   1C08  
自然科学研究機構 アストロバイオロジーセンター 「実験・観測・計算シナ
ジーによる自然界における生体分子の非対称性起源の解明」プロジェクト  
○高橋 淳一1,小林 憲正2,田村 元秀3,梅村 雅之4,加藤 政博5 ( 1大阪大学,2
横浜国立大学大学院,3東京大学大学院,4筑波大学,5分子科学研究所 )  
 
11:45-12:00   1C09  
グリーンランド・イスア表成岩体の変成堆積岩中でのトルマリンの産出：冥
王代海洋堆積物中におけるリボース安定化に対する示唆  
○三嶋  慎平1,大友 陽子2,掛川 武1 ( 1東北大学大学院,2北海道大学大学
院 )  
 
 
 

【D会場】 
 

 G07  マントル物質の化学とダイナミクス 
コンビーナー：石川晃・下田玄・鈴木勝彦・小木曽哲 
 
 
 
 
 
 
09:15   1D01  
オントンジャワ海台玄武岩の強親鉄性元素組成  
○石川 晃1,越田 渓子1,小宮 剛1,宇都宮 敦2,Maria Luisa Tejada3,鈴木 勝彦3,
佐野 貴司4 ( 1東京大学,2株式会社ジオ・コミュニケーションズ,3海洋研究開発
機構,4国立科学博物館 )  
 
09:30   1D02  
伊豆-ボニン-マリアナ島弧初生火山岩における白金族元素の挙動  
○仙田 量子1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
 
 
09:45   1D03  
初期太古代アカスタ片麻岩体苦鉄質岩の強親鉄性元素およびRe-Os同位体組
成  
○越田 渓子1,石川 晃2,鈴木 勝彦3,小宮 剛2 ( 1東京大学大学院,2東京大学,3海洋
研究開発機構 )  
 
10:00   1D04  
Petrogenesis of I- and A-type granitoid plutons in the Shalair Valley 
area of the Zagros Suture Zone, NE Iraq  
○KADHIM Imad1,HADI Ayten1,淺原 良浩2,山本 鋼志2 ( 1バグダッド大学,2
名古屋大学大学院 )  
 
10:15-10:30    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
10:30   1D05  
南部アンデス弧におけるフッ素の島弧縦断変化と挙動  
○遠山 知亜紀1,折橋 裕二2,新正 裕尚3,角野 浩史2,岩森 光1,村松 康行4 
( 1海洋研究開発機構,2東京大学,3東京経済大,4学習院大学 )  
 
 
10:45   1D06  
プチスポット火山活動はリソスフェアに引きずられたメルト池に由来する  
○町田 嗣樹1,平野 直人2,角野 浩史3,平田 岳史4,米田 成一5,加藤 泰浩3 ( 1海洋
研究開発機構,2東北大学,3東京大学,4京都大学,5国立科学博物館 )  
 
 
11:00   1D07  
高温高圧下における窒素流体中でのカンラン石の挙動  
○久保 俊智1,鍵 裕之1,篠崎 彩子2,岡田 卓3,中野 智志4,中尾 愛子5 ( 1東京大学
大学院,2名古屋大学大学院,3東京大学,4物質材料研究機構,5理化学研究所 )  
 
11:15   1D08  
海洋地殻の化学組成の多様性と連続脱水：HIMU－FOZO－PREMAの成因的
関連  
○下田 玄1,小木曽 哲2 ( 1産業技術総合研究所,2京都大学 )  
 
 
 
11:30   1D09  
マントル組成の東西半球構造と全地球ダイナミクス  
○岩森 光1,中村 仁美1,吉田 晶樹1,柳 竜之介2 ( 1海洋研究開発機構,2東京工業
大学 )  
 
 
11:45-12:00   1D10  
Late veneerと地球の希ガス  
○兼岡 一郎1 ( 1東京大学 )  
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第 1日目（9月 16 日） 口頭発表 午前 
 

 (1) 
 

 

 
【E会場】 

 
 G05  海洋における微量元素・同位体 (1) 
コンビーナー：小畑元・堀川恵司・田副博文・高野祥太朗 
 
 
 
 
 
 
 
09:15   1E01  
海水中タングステン安定同位体比分析法の開発  
○村田 レナ1,高野 祥太朗2,宗林 由樹2,平田 岳史2 ( 1京都大学大学院,2京都
大学 )  
 
 
09:30   1E02  
海水中ニッケル、銅、亜鉛同位体比の迅速・精密分析法の開発  
○高野 祥太朗1,宗林 由樹1,上原 渉1,申 基澈2,谷水 雅治3,平田 岳史1 ( 1京都
大学,2総合地球環境学研究所,3関西学院大学 )  
 
 
09:45   1E03  
南インド洋におけるNd同位体比の深度分布  
○天川 裕史1,余 采倫2,沈 川洲2 ( 1海洋研究開発機構,2國立台湾大学 )  
 
 
 
10:00   1E04  
海藻のOs同位体比を利用した海水における人為起源および地質学的起源イン
パクトの検出  
○鈴木 勝彦1,Adam D. Sproson2,David Selby2,Kevin Burton2 ( 1海洋研究開
発機構,2ダラム大学 )  
 
10:15-10:30    休憩(15分)   
 
 
 
 
 
10:30   1E05 基調講演  
海洋環境における水銀の形態変化と生物移行  
○武内 章記1 ( 1国立環境研究所 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
11:00   1E06  
チャクチ海・ベーリング海におけるI-129の鉛直分布およびその供給経路に関
する研究  
○三輪 一爾1,小畑 元2,鈴木 崇史1,乙坂 重嘉1 ( 1日本原子力研究開発機構,2東
京大学大気海洋研究所 )  
 
11:15   1E07  
長崎県橘湾における海水中の亜鉛の濃度と存在状態  
○金 泰辰1,武田 重信2,蒲生 俊敬1,小畑 元1 ( 1東京大学,2長崎大学 )  
 
 
 
11:30   1E08  
湖沼におけるナノ粒子態酸揮発性硫化物  
○中山 典子1,時枝 隆之2,加西 眞由子2,鈴木 麻彩実1,金 泰辰1,蒲生 俊敬1,小
畑 元1 ( 1東京大学大気海洋研究所,2気象大学校 )  
 
 
11:45-12:00   1E09  
河口域および河川における白金の分布と挙動  
○鈴木 麻彩実1,小畑 元1,蒲生 俊敬1 ( 1東京大学 )  
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第 1 日目（9月 16 日） 口頭発表 午後 
【A会場】 

 
 S01  鉱物資源の地球化学～陸上鉱床から海底鉱物資源まで～ (2)  
コンビーナー：土岐知弘・野崎達生・中村謙太郎・大竹翼・池端慶 
 
14:30   1A11  
鉄マンガン団塊への微量元素の濃集機構：ヒ素、アンチモン及びモリブデン  
○上杉 宗一郎1,高橋 嘉夫1,田中 雅人1,柏原 輝彦2 ( 1東京大学大学院,2海洋
研究開発機構 )  
 
 
14:45   1A12  
海水条件でのδ-MnO2へのPt(II)、Pd(II)の濃縮異常の解明  
○田中 和也1,川本 大祐1,大橋 弘範2,岡上 吉広1,横山 拓史1 ( 1九州大学大
学院,2福島大学 )  
 
 
15:00   1A13  
インド洋深海堆積物の地球化学：インド洋におけるレアアース泥の分布に対
する示唆  
○安川 和孝1,中村 謙太郎1,藤永 公一郎1,町田 嗣樹2,大田 隼一郎1,高谷 
雄太郎3,加藤 泰浩1 ( 1東京大学,2海洋研究開発機構,3早稲田大学 )  
 
15:15   1A14 招待講演  
海底鉱物資源回収のための選鉱学の応用に関する研究  
○藤田 豊久1 ( 1東京大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
15:45-16:00    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
16:00   1A15  
液体の遮蔽効果を利用した水中放射能探査法  
○池田 和隆 
 
 
 
16:15-16:45   1A16 基調講演  
海底資源開発の環境影響評価と地球化学研究  
○川口 慎介1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
 
 

【B会場】 
 

 G16 固体地球化学（全般） 
コンビーナー：折橋裕二・小宮剛・大野剛・山本伸次・角野浩史 
 
14:30   1B09  
箱根山大涌谷火山ガスに含まれる水蒸気および水素ガスの同位体比変動  
○大場 武1,谷口 無我1,髙木 健太1,左合 正和1,池谷 康祐2,角皆 潤2 ( 1東海大
学,2名古屋大学 )  
 
 
14:45   1B10  
噴煙の安定同位体組成を利用した桜島火山の遠隔噴気温度測定  
○角皆 潤1,程 林1,池谷 康祐1,小松 大祐1,中川 書子1,篠原 宏志2 ( 1名古屋大
学,2 産業技術総合研究所 )  
 
 
15:00   1B11  
マントル捕獲岩のハロゲン組成にみられるマントルメタソマティズムの影響  
○小林 真大1,角野 浩史1,長尾 敬介1,Ray Burgess2,石丸 聡子3,荒井 章
司4,芳川 雅子5,川本 竜彦5,熊谷 仁孝5,小林 哲夫6,中村 美千彦7,高橋 
栄一8 ( 1東京大学,2マンチェスター大学,3熊本大学,4金沢大学,5京都大学,6鹿児島
大学,7東北大学,8東京工業大学 )  
15:15   1B12  
ドロマイト質石灰岩中のカルサイト部分とドロマイト部分の微量元素含有量
の検討  
○外山 浩太郎1,寺門 靖高1 ( 1神戸大学大学院 )  
 
 
15:30   1B13  
微量元素分析によるモナザイト形成環境の制約  
○板野 敬太1,飯塚 毅2 ( 1東京大学大学院,2東京大学 )  
 
 
15:45   1B14  
後期更新世ジルコンのウラン－トリウム－鉛年代測定法の開発と評価  
○坂田 周平1,岩野 英樹2,檀原 徹2,平田 岳史1 ( 1京都大学大学院,2京都フィ
ッション・トラック )  
 
 
16:00   1B15  
LA-ICPMS法を用いたジルコンの高空間分解能二次元Pb/U比マッピング  
○服部 健太郎1,坂田 周平1,山本 伸次2,平田 岳史1 ( 1京都大学,2東京大学 )  
 
 
 
16:15-16:20    休憩(5分) 
 
16:20   1B16  
凝灰岩のジルコンU-Pb年代による付加体層序の検討ー屋久島の四万十累層
群を例としてー  
○安間 了1,折橋 裕二2 ( 1筑波大学,2東京大学 )  
 
16:35   1B17  
九州地方における，西南日本外帯，中期中新世花崗岩類のマグマ活動史の全
容解明：LA-ICPMS U-Pb年代測定による制約  
○折橋 裕二1,新正 裕尚2,安間 了3 ( 1東京大学,2東京経済大学,3筑波大学 )  
 
16:50   1B18  
かつて「新期」「古期」と呼ばれていた花崗岩類の貫入年代差 ―東北日本、
阿武隈地域―  
○昆 慶明1,江島 輝美1,森田 沙綾香1,高木 哲一1 ( 1産業技術総合研究所 )  
 
17:05   1B19  
砕屑性ジルコン年代分布およびＫ－Ｓ検定を用いた三郡変成帯・蓮華変成岩
類の後背地推定の試み  
○高地 吉一1,折橋 裕二2,山本 鋼志3,大藤 茂1 ( 1富山大学大学院,2東京大
学,3名古屋大学 )  
 
17:20   1B20  
初期太古代ジルコンのU-Pb年代と包有物の40Ar-39Ar年代  
○山本 伸次1,小宮 剛1,越田 渓子1,兵藤 博信2,佐藤 佳子3,熊谷 英憲3,渋
谷 岳造3,下條 将徳4,坂田 周平5,平田 岳史5 ( 1東京大学,2岡山理科大学,3海
洋研究開発機構,4石油天然ガス・金属鉱物資源機構,5京都大学 )  
 
17:35   1B21 基調講演  
タングステン同位体から探る地球初期進化  
○賞雅 朝子1,中井 俊一2,飯塚 毅3 ( 1放射線医学総合研究所,2東京大学地震
研究所,3東京大学 )  
 
17:55-18:15   1B22 招待講演  
ニュートリノ振動を用いた地球深部の化学組成測定  
○武多 昭道1,ロット カーステン2 ( 1東京大学,2成均館大学 )  
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第 1 日目（9月 16 日） 口頭発表 午後 
【C会場】 

 
 G14 初期地球と生命起源の地球化学 (2) 
コンビーナー：古川善博・薮田ひかる・小宮剛・渋谷岳造・小林憲正 
 
14:30   1C10  
西オーストラリア・ノースポール地域の変質玄武岩の四種硫黄同位体比から
制約する太古代海底下微生物活動  
○青山 慎之介1,上野 雄一郎2 ( 1東京工業大学,2東京工業大学, 地球生命研究所, 
海洋研究開発機構 )  
 
14:45   1C11  
原生代前期全球凍結時の大気CO2分圧  
○渋谷 岳造1,上野 雄一郎2,小宮 剛3,西澤 学1,北島 宏輝4,山本 伸次3,齋藤 拓
也2,松井 洋平1,川口 慎介1,高井 研1,吉田 尚弘2,丸山 茂徳2,ラッセル マイケ
ル5 ( 1海洋研究開発機構,2東京工業大学,3東京大学,4ウィスコンシン大学,5ジェ
ット推進研究所 )  
15:00   1C12  
22億年前Ongeluk累層中に産する熱水性石英を用いた当時の海水組成の復元  
○齋藤 拓也1,渋谷 岳造2,澤木 佑介1,小宮 剛3,丸山 茂徳1 ( 1東京工業大
学,2海洋研究開発機構,3東京大学 )  
 
 
15:15   1C13  
シアノバクテリアプロモーター配列に記録された地球大気酸素濃度上昇イベ
ント  
○原田 真理子1,古川 龍太郎2,横堀 伸一2,田近 英一1,山岸 明彦2 ( 1東京大学大
学院,2東京薬科大学 )  
 
15:30-15:45    休憩(15分)    
 
 
 G11 地球内部流体の化学 
コンビーナー：岩森光・小木曽哲・石橋純一郎・野口直樹・益田晴恵 
 
15:45   1C14 基調講演  
三波川変成帯・高圧変成岩中に捕獲された沈み込み帯深部流体のB-Li-Cl相対
組成  
○吉田 健太1,平島 崇男2,大沢 信二2,小林 記之3,三島 壮智2,千眼 喜照2 ( 1大阪
市立大学大学院,2京都大学,3名古屋学院大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
16:15   1C15  
有馬温泉水の希土類元素から探る深部流体上昇過程  
○中村 仁美1,千葉 紀奈1,常 青1,中井 俊一2,風早 康平3,岩森 光1 ( 1海洋研究開
発機構,2東京大学地震研究所,3産業技術総合研究所 )  
 
 
16:30   1C16 基調講演  
火星の水の起源および地殻－マントル相互作用に関する地球化学的研究：水
素同位体組成および揮発性元素濃度分析からの制約  
○臼井 寛裕1 ( 1東京工業大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
17:00-17:15   1C17  
NanoSIMSによる火山ガラス中の揮発性物質量の分析法̶標準試料の作成、
値付けを含めた開発  
○清水 健二1,伊藤 元雄1,浜田 盛久1,高橋 栄一2 ( 1海洋研究開発機構,2東京
工業大学 )  
 
 
 
 
 
 夜間集会 っｚ 
 
18:15-18:00  夜間集会 
「学会の将来について考える －来年のイベントから長期展望まで－」 
 1) 学会将来計画「地球化学会の夢ロードマップ(２０５０年に向けて）」  
 2) ゴールドシュミット２０１６に向けて                     
 3) 学会の将来に向けた自由討論 

【D会場】 
 

 G02  古気候・古環境解析の地球化学 
コンビーナー：中塚武・入野智久・横山祐典・渡邊剛・原田尚美 
 
14:30   1D11  
樹木年輪酸素同位体比が記録する気候変動  
○栗田 直幸1,中塚 武2 ( 1名古屋大学大学院 ,2総合地球環境学研究所 )  
 
 
 
14:45   1D12  
水月湖堆積物が記録するアジアダスト輸送の十年スケール変動  
○長島 佳菜1,鈴木 克明2,入野 智久3,原 由香里4,多田 隆治2,中川 毅5 ( 1
海洋研究開発機構,2東京大学大学院,3北海道大学大学院,4九州大学,5立命館大
学 )  
 
15:00   1D13  
東シナ海表層海水酸素同位体比への揚子江河川水の影響評価  
○入野 智久1,吉川 久幸1,根本 和宏2,Luo Chao3,He Mengying3,Zheng 
Hongbo3,齋藤 京太4,鈴木 克明4,多田 隆治4 ( 1北海道大学,2気象庁,3Nanjing 
Normal University,4東京大学 )  
 
15:15   1D14  
鉄安定同位体を利用した海洋沈降粒子中の鉄の起源解析  
○淺原 良浩1,竹内 晟也1,安田 友紀1,原田 尚美2,小野寺 丈尚太郎2,長島 佳菜2,
申 基澈3 ( 1名古屋大学大学院,2海洋研究開発機構,3総合地球環境学研究所 )  
 
 
15:30-15:45    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
15:45   1D15  
珪藻海風化作用による、マンガンクラストNd同位体比の新解釈：ケイ酸̶CO2

システムの変化が氷期̶間氷期サイクルを引き起した  
○赤木 右1 ( 1九州大学理学研究院 )  
 
 
16:00  1D16  
完新世の極域氷床融解と気候変動  
○横山 祐典1 ( 1東京大学  )  
 
 
 
16:15-16:30   1D17  
日本海北海道沖の堆積物の陸上植物バイオマーカー分析：古植生指標の検討  
○青柳 治叡1,沢田 健1,風呂田 郷史1,入野 智久1,五十嵐 八枝子2 ( 1北海道
大学大学院,2北方圏古環境研究室 )  
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【E会場】 
 

 G05  海洋における微量元素・同位体 (2) 
コンビーナー：小畑元・堀川恵司・田副博文・高野祥太朗 
 
14:30   1E10  
東シナ海表層水のBa/Ca比と塩分の関係  
○小平 智弘1,堀川 恵司1,脇坂 恵都子1,張 勁1,村山 雅史2 ( 1富山大学,2高知大
学 )  
 
 
14:45   1E11  
浮遊性有孔虫の酸素同位体を用いた海水温復元: 生息水深の季節変化やvital 
effectは同位体比にどのような影響を与えるか?  
○大澤 里美1,黒柳 あずみ2,鈴木 淳3,川幡 穂高1 ( 1東京大学,2東北大学,3産業技
術総合研究所 )  
 
15:00   1E12  
北部北太平洋における親生物元素および微量金属元素の堆積過程  
○南 秀樹1,高松 将輝1,鈴木 麻彩実2,小畑 元2,中口 譲3 ( 1東海大学,2東京大
学,3近畿大学 )  
 
 
15:15   1E13  
日本海における生物活性微量金属の分布および輪廻挙動に関する研究  
○鈴木 博貴1 ,中西 亮介2,坂本 敦史2,下里 義泰2,中口譲2,南 知晴3,宗林 由樹
3( 1近大院総合理工,2近大理工,3京都大化研 )  
 
 
 
15:30-15:45    休憩(15分)    
 
 
 G15 海洋化学・大気化学（全般）  
コンビーナー：石橋純一郎・下島公紀・大木淳・亀山宗彦・野尻幸宏 
 
15:45   1E14  
凝固点降下度の計算―NaCl(aq)とKCl(aq)について  
○澁江 靖弘1 ( 1兵庫教育大学 )  
 
 
 
16:00   1E15  
炭酸塩に関する希土類元素分配要因解明に向けた希土類炭酸塩の溶解度積の
測定  
○岸部 克也1,寺門 靖高1 ( 1神戸大学大学院 )  
 
 
16:15   1E16  
凝集に支配される珪藻ケイ酸殻の溶解速度論による溶存ケイ酸濃度極大深度
の説明  
○西野 博隆1,赤木 右1 ( 1九州大学 )  
 
 
16:30   1E17  
沿岸海域における珪藻ブルーム後の有機物分解に伴う有機ヨウ素ガスの発生
と大気への供給  
○清水 悠作1,大木 淳之1,久万 健志1,大西 広二1,亀井 佳彦2,小林 直人2 
( 1北海道大学大学院,2北海道大学 )  
 
16:45 -17:00   休憩(15分)    
 
 
 
17:00   1E18  
海洋生態系－同位体分子種モデルを用いた西部北太平洋におけるN2O生成プ
ロセスの解明  
○吉川 知里1,笹井 義一1,本多 牧生1,眞壁 明子1,豊田 栄2,吉田 尚弘2,小川 
奈々子1,大河内 直彦1 ( 1海洋研究開発機構,2東京工業大学 )  
 
17:15   1E19  
南大洋における深層循環の回復と全球的な深層溶存酸素の回復: GCMを用い
た長期(2000年)温暖化実験  
○山本 彬友1,阿部 彩子1,重光 雅仁2,岡 顕1,高橋 邦生2,大垣内 るみ2,山
中 康裕3 ( 1東京大学,2海洋研究開発機構,3北海道大学大学院 )  
 
17:30   1E20  
環境中の松葉の14C濃度経年変動とSuess効果  
○中村 俊夫1,太田 友子1 ( 1名古屋大学 )  
 
17:45-18:00   1E21  
海底下CCSにおける漏洩CO2の検知・モニタリング  
○下島 公紀1 ( 1九州大学 )  

 
 
 
   
 
 
 
   
 
 
 
   
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

第 1 日目（9月 16 日） 口頭発表 午後 
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第 2日目（9月 17 日） 口頭発表 午前 
【A会場】 

 
 G09  生物と有機物の地球化学 
コンビーナー：瀬戸繭美・川口慎介・沢田健・大河内直彦 
 
08:45   2A01 招待講演  
熱水噴出孔下に存在する生命圏の限界  
○柳川 勝紀1,井尻 暁2,Anja Breuker3,酒井 早苗2,三好 陽子1,川口 慎介2,
野口 拓郎4,平井 美穂2,Axel Schippers3,石橋 純一郎1,高木 善弘2,布浦 拓郎
2,高井 研2 ( 1九州大学大学院,2海洋研究開発機構,3ドイツ連邦地球科学天然資
源研究所,4高知大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
09:15   2A02  
アラニンの室温における圧力誘起ペプチド化  
○藤本 千賀子1,篠崎 彩子2,三村 耕一2,西田 民人2,後藤 弘匡1,小松 一生1,鍵 
裕之1 ( 1東京大学,2名古屋大学 )  
 
 
09:30   2A03  
メタン生成古細菌を培養し微生物起源メタンが呈する炭素・水素安定同位体
比の特徴を明らかにした上でこれを文献値と比較したところ一致しなかった  
○川口 慎介1,奥村 知世1,齊藤 弥生1,松井 洋平1,高井 研1,井町 寛之1 ( 1海
洋研究開発機構 )  
 
09:45   2A04  
南部マリアナ前弧で発見されたシロウリガイ群集を支える化学エネルギーの
起源  
○大西 雄二1,松本 航輝2,山中 寿朗1,池原 実3,小原 泰彦4 ( 1岡山大学大
学院,2岡山大学,3高知大学,4海上保安庁 )  
 
10:00   2A05  
第一奄美海丘の周辺に生息するシンカイヒバリガイの炭素・窒素・硫黄の同
位体組成  
○雨宮 柚衣1,田中 健太郎1,Yama Tomonaga2,白井 厚太郎1,石田 章純1,鹿児
島 渉悟1,佐野 有司1 ( 1東京大学大気海洋研究所,2ETH, Switzerland )  
 
10:15   2A06  
北太平洋亜寒帯域（K2サイト）におけるクロロフィルの窒素同位体比  
○小川 奈々子1,吉川 知里1,大河内 直彦1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
 
 
10:30   2A07  
炭素・窒素安定同位体比による富山湾沿岸生態系への陸域からの影響把握  
○浦沢 知紘1,張 勁2,稲村 修3 ( 1富山大学 ,2富山大学,3魚津市教育委員会 )  
 
 
 
10:45   2A08  
光合成色素分析により明らかにする高塩下の海洋環境  
○伊左治 雄太1,川幡 穂高1,黒田 潤一郎2,吉村 寿紘1,Francis J. 
Jimenez-Espejo2,Stefano Lugli3,Vinicio Manzi4,Marco Roveri4,小川 奈々
子2,大河内 直彦2 ( 1東京大学,2海洋研究開発機構,3Universita degli Studi di 
Modena e Reggio Emilia,4University of Parma )  
11:00   2A09  
堆積岩中の芳香族ステロイド組成を用いた海洋基礎生産者の復元  
○安藤 卓人1,沢田 健2,高嶋 礼詩3,西 弘嗣3 ( 1北海道大学大学院,2北海道大学,3
東北大学 )  
 
 
11:15   2A10  
藻類バイオ燃料と藻類脂質に直接関連した化石燃料の研究  
○沢田 健1 ( 1北海道大学 )  
 
 
11:30   2A11  
パルマ藻培養試料の熱熟成実験による生体脂質の続成過程の検討  
○阿部 涼平1,沢田 健1,加納 千紗都1,吉川 伸哉2,桑田 晃3 ( 1北海道大学大学
院,2福井県立大学,3東北区水産研究所 )  
 
 
11:45   2A12  
ハプト藻 Isochrysidaceae 科 Tisochrysis 属の培養温度とアルケノン組
成の関係  
○中村 英人1,沢田 健1,新家 弘也2,鈴木 石根2,白岩 善博2 ( 1北海道大学大学
院,2筑波大学 )  

 
 
12:00-12:15   2A13  
現生植物の熱熟成実験による抵抗性高分子の続成変化の検討  
○宮田 遊磨1,沢田 健1,中村 英人1 ( 1北海道大学 )  
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第 2日目（9月 17 日） 口頭発表 午前 
【B会場】 

 
 G12 最先端計測・同位体化学の地球化学及び境界領域への応用 
コンビーナー：平田岳史・武蔵正明・横山哲也・大野剛 
       服部祥平・藤井俊行・南雅代 
 
08:45   2B01  
蛍光分光XAFS法によるマンガンクラストや鉄隕石中の白金の化学状態解析  
○高橋 嘉夫1,柏原 輝彦2,渡辺 勇輔1,寺田 靖子3,新田 清文3,関澤 央輝4,
宇留賀 朋哉3 ( 1東京大学,2海洋研究開発機構,3JASRI/SPring-8,4電気通信大
学 )  
 
09:00   2B02  
高精度・高解像度でのマイワシ耳石の回遊履歴推定 - IRMSを用いた炭酸塩の
高解像度解析の限界に挑む-  
○石村 豊穂1,坂井 三郎2,鐵 智美1,尾田 昌紀3 ( 1茨城工業高等専門学校,2海洋
研究開発機構,3鳥取県 )  
 
09:15   2B03  
硫化カルボニル微生物分解時の硫黄同位体分別とその大気化学への応用  
○亀崎 和輝1,服部 祥平1,小川 貴弘2,石野 咲子1,豊田 栄1,加藤 広海3,片山 葉
子2,吉田 尚弘4 ( 1東京工業大学大学院,2東京農工大学大学院,3東北大学大学院,4
東京工業大学大学院、地球生命研究所 )  
 
09:30   2B04  
超高空間分解能イメージングによる揮発性元素定量分析法の確立:メルト包有
物への適用  
○伊藤 元雄1,清水 健二1,牛久保 考行1,小澤 恭弘2,岩森 光1 ( 1海洋研究開
発機構,2東京工業大学 )  
 
09:45   2B05  
レーザーアブレーション-ICP質量分析法による定量的イメージングの検討  
○槇納 好岐1,平田 岳史1,鈴木 敏弘2 ( 1京都大学大学院,2東京工業大学大学
院 )  
 
 
10:00   2B06  
硫酸・硝酸の酸素同位体異常(Δ17O)：ハイスループット自動分析とその応用  
○服部 祥平1,Savarino Joel2,石野 咲子1,吉田 尚弘1 ( 1東京工業大
学,2Laboratoire de Glaciologie et Géophysique de l’Environnement )  
 
 
10:15   2B07  
植物中の自然同位体トレーサーを用いた硝酸の起源推定および同化過程の解
析  
○池谷 康祐1,安藤 健太1,中川 書子1,角皆 潤1,小松 大祐1,柴田 英昭2,福澤 加
里部2 ( 1名古屋大学,2北海道大学 )  
 
10:30   2B08  
古海洋プロクシとしての海底堆積物中モリブデン、タングステン安定同位体
比分析法の開発  
○辻阪 誠1,高野 祥太朗1,村田 レナ1,平田 岳史2,宗林 由樹1 ( 1京都大学化学研
究所,2京都大学大学院理学研究科 )  
 
10:45   2B09  
塩素同位体比に関する分子軌道法計算と実験測定  
○石川 厚1,成田 進1,山村 舞1,竹内 あかり1,大木 寛1,吉野 和夫1 ( 1信州
大学 )  
 
 
11:00   2B10  
ICP-MS/MSによる高感度極微量放射性同位分析法の開発と環境放射能研究
への応用  
○大野 剛1,廣野 睦1,齋藤 陽介1,村松 康行1 ( 1学習院大学 )  
 
11:15   2B11  
吸着および沈殿時のセリウム安定同位体分別における溶存錯体種の影響  
○中田 亮一1,田中 雅人2,谷水 雅治3,高橋 嘉夫2 ( 1東京工業大学,2東京大学大
学院,3関西学院大学大学院 )  
 
 
11:30   2B12  
サンゴ骨格のカルシウム同位体分別の変動要因について  
○井上 麻夕里1,Nikolaus Gussone2,古賀 奏子3,岩瀬 晃啓3,鈴木 淳4,酒井 
一彦3,川幡 穂高5 ( 1岡山大学大学院,2ミュンスター大学,3琉球大学,4産業技術
総合研究所,5東京大学 )  
 
11:45-12:00   2B13  
単一花崗岩体におけるマグマ進化とSr安定同位体分別  
○若木 重行1,若杉 勇輝2,谷岡 裕大2,石川 剛志1,壷井 基裕2 ( 1海洋研究開
発機構,2関西学院大学 )  

【C会場】 
 

 S02  鉄の地球微生物学と地球化学 
コンビーナー：光延聖・加藤真悟・牧田寛子 
 
08:40   主旨説明 
08:45    2C01  
放射光源X線吸収分光法による分子スケールスペシエーションを駆使した微
生物－鉄－鉱物（岩石）相互作用研究  
○光延 聖1 ( 1静岡県立大学 )  
 
 
09:00   2C02  
海洋環境での酸化鉄被膜形成に関わる微生物  
○牧田 寛子1,田中 英美子2,布浦 拓郎1,平井 美穂1,阿部 真理子1,鈴木 優美2,
関野 優也2,菊池 早希子1,光延 聖3,高橋 嘉夫4,高井 研1 ( 1海洋研究開発機構,2
神奈川工科大学,3静岡県立大学大学院,4東京大学大学院 )  
 
09:15   2C03 招待講演  
微好気性鉄酸化バクテリアの生理・分布・ゲノム・排泄物と、その生物地球
化学的意義  
○加藤 真悟1 ( 1デラウェア大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
09:45   2C04 招待講演  
導電性鉄鉱物との電子授受に基づく微生物代謝  
○加藤 創一郎1 ( 1産業技術総合研究所 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:15   2C05  
淡水性ラン藻類Microcystis aeruginosaによる鉄摂取速度論  
○藤井 学1,T. David Waite2 ( 1東京工業大学,2ニューサウスウェールズ大 )  
 
 
 
10:30   2C06  
二次鉱物の被膜による微生物生成水酸化鉄の生物利用性の低下  
○菊池 早希子1,牧田 寛子1,白石 史人2,今野 祐多1,高橋 嘉夫3 ( 1海洋研究開発
機構,2広島大学,3東京大学 )  
 
 
10:45   2C07 招待講演  
鉄酸化細菌がつくる酸化鉄の構造と物理化学的解析  
○鈴木 智子1,橋本 英樹2,久能 均3,高田 潤3 ( 1日本女子大学,2工学院大学,3
岡山大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
11:15   2C08 招待講演  
鉄質温泉堆積物に見られる縞状組織の生成プロセス  
○髙島 千鶴1 ( 1佐賀大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:45-12:00   2C09  
鉄安定同位体を用いた高次海洋魚の生体内鉄代謝評価  
○山方 優子1,田中 祐樹1,田辺 信介2,板井 啓明2,平田 岳史1 ( 1京都大学大学
院,2愛媛大学 )  
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第 2日目（9月 17 日） 口頭発表 午前 
【D会場】 

 
 G13 原発事故で放出された放射性核種の環境動態 
コンビーナー：田中万也・高橋嘉夫・本多牧生・福士圭介 
 
08:45   2D01  
福島第一原発事故で放出した放射性粒子の特徴  
○佐藤 志彦1,末木 啓介1,笹 公和1,小野 貴大2,飯澤 勇信2,阿部 善也2,中井 泉2,
足立 光司3,五十嵐 康人3 ( 1筑波大学大学院,2東京理科大学,3気象研究所 )  
 
09:00   2D02  
2013年に福島県浜通り地域に沈着した放射性セシウム含有粒子の特徴  
○山口 紀子1,藤原 英司1,井倉 将人1,浅野 眞希2,足立 光司3,小暮 敏博4 
( 1農業環境技術研究所,2筑波大学,3気象研究所,4東京大学大学院 )  
 
 
09:15   2D03  
福島県土壌試料におけるウラン同位体比  
○賞雅 朝子1,サフー サラタ クマール1,中井 俊一2,新江 秀樹1 ( 1放射線医学
総合研究所,2東京大学地震研究所 )  
 
 
09:30   2D04  
福島第一原発周辺に分布する粘土鉱物からのセシウム脱離挙動  
○朝日 一成1,福士 圭介2,青井 裕介1,富原 聖一3 ( 1金沢大学大学院,2金沢大
学,3ふくしま海洋科学館 )  
 
 
09:45   2D05  
雲母系粘土鉱物に対する収着状態の異なるセシウムの脱離速度の評価  
○室田 健人1,斉藤 拓巳1,田野井 慶太朗1,寺井 隆幸1 ( 1東京大学 )  
 
 
 
10:00   2D06  
汚染土壌からの放射性セシウム脱離に対する低分子量有機物の影響  
○山崎 信哉1,宇都宮 聡2,末木 啓介1 ( 1筑波大学,2九州大学大学院 )  
 
 
 
10:15   2D07  
樹皮からのセシウム吸収およびその化学形態  
○田中 万也1,高橋 嘉夫2 ( 1広島大学,2東京大学大学院 )  
 
 
 
10:30   2D08  
福島第一原子力発電所事故から3年間の森林環境中における放射性セシウム
移行状況について  
○加藤 弘亮1,恩田 裕一1 ( 1筑波大学 )  
 
 
10:45   2D09  
福島事故起源の放射性物質の陸域から海洋への移行  
○恩田 裕一1,谷口 圭輔1 ( 1筑波大学 )  
 
 
 
11:00   2D10  
福島県東部の河川流域における土砂流送と空間線量率の変化  
○Alex Malins1,佐久間 一幸1,操上 広志1,町田 昌彦1,北村 哲浩1 ( 1日本原子力
研究開発機構 )  
 
 
11:15   2D11  
河川-汽水-海洋の系における放射性セシウムの移行過程：福島県松川浦を例と
して  
○神林 翔太1,張 勁1,柴沼 成一郎2,成田 尚史3 ( 1富山大学,2シーベック,3東海大
学 )  
 
11:30   2D12  
福島原発起源ヨウ素129の陸域から海洋への移行研究  
○松中 哲也1,笹 公和1,末木 啓介1,恩田 裕一1,石丸 隆2,谷口 圭輔3,脇
山 義史4,高橋 努1,松村 万寿美1,松崎 浩之5 ( 1筑波大学,2東京海洋大学,3福
島県,4福島大学,5東京大学 )  
 
 
11:45-12:00   2D13  
福島第一原発事故により海洋に放出されたトリチウムの直接漏洩量の推定  
○高畑 直人1,熊本 雄一郎2,山田 正俊3,佐野 有司1 ( 1東京大学,2海洋研究開
発機構,3弘前大学 )  

【E会場】 
 

 G04  鉱物境界面の地球化学，水-岩石相互作用 
コンビーナー：福士圭介・大竹翼・斎藤拓巳・鈴木庸平 
       柏原輝彦・高橋嘉夫 
 
 
 
 
 
09:00   2E01  
微量元素の濃度や化学状態に基づくバライト1粒を用いたEh-pH計の開発の
試み  
○徳永 紘平1,高橋 嘉夫2 ( 1広島大学,2東京大学 )  
 
 
09:15   2E02 招待講演  
ペルム紀末大量絶滅期の還元環境における微量元素の挙動  
○高橋 聡1,山崎 慎一2,小川 泰正3,木村 和彦4,吉田 武義5,土屋 範芳5,中
田 亮一6,高橋 嘉夫1 ( 1東京大学,2東北大学 ,3秋田大学,4宮城大学,5東北大学,6
東京工業大学 )  
 
 
 
 
 
 
09:40   2E03  
花崗岩深部におけるウランの物質移行特性の長期変遷  
○鈴木 庸平1 ( 1東京大学大学院 )  
 
 
 
09:55   2E04  
花崗岩の化学的風化に関する実験的研究  
○丹羽 萌子1,寺門靖高1( 1神戸大学大学院 )  
 
 
 
10:10   2E05  
酸化物表面へのアミノ酸の吸着  
○大西  浩之1,福士 圭介2 ( 1金沢大学大学院,2金沢大学 )  
 
 
10:25-10:35    休憩(10分)  
 
 
10:35   2E06  
6族元素の鉱物への吸着構造に基づく同位体分別の解析  
○田中 雅人1,有賀 大輔2,柏原 輝彦3,高橋 嘉夫1 ( 1東京大学大学院,2広島大学
大学院,3海洋研究開発機構 )  
 
 
10:50   2E07 招待講演  
バーミキュライト及び風化黒雲母懸濁液のナノ-メソ構造とセシウムイオンの
吸着挙動 -X線・中性子小角散乱法で明らかにできること-  
○元川 竜平1,遠藤 仁2,横山 信吾3,西辻 祥太郎4,矢板 毅1,小林 徹1,鈴木 伸一1 
( 1日本原子力研究開発機構,2高エネルギー加速器研究機構,3電力中央研究所,4
山形大学 )  
 
 
 
 
 
11:15   2E08  
土壌鉱物への鉛吸着の予測モデル：鉄酸化物不在下での鉛のfate  
○牛山 智樹1,福士圭介2( 1金沢大自然科学,2金沢大環日研セ )  
 
 
 
11:30   2E09  
マレーシアの汚染河川における鉄・鉛同位体と地球化学モデリングを用いた
環境影響評価  
○伊藤 茜1,大竹 翼1,安楽 総太郎1,申 基澈2,Kamar Shah Ariffin3,Fei Yee 
Yeoh3,佐藤 努1 ( 1北海道大学大学院工学院,2総合地球環境学研究
所,3Universiti Sains Malaysia )  
 
11:45-12:00   2E10  
有機配位子による難溶解性酸化物の溶解現象  
○斉藤 拓巳1 ( 1東京大学 )  
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【G会場】 
 
 
14:30   総会（授賞式）  
 
 
 
 
15:30   特別集会 
 
 
15:50-16:00    休憩(10分) 
 
 
 
～受賞記念講演～ 
16:00   2G01  奨励賞 （座長 吉田尚弘） 
硫化カルボニルの硫黄同位体情報を用いた成層圏硫酸エアロゾルの生成過程
に関する研究  
○服部 祥平1 ( 1東京工業大学 )    
 
 
16:25   2G02  奨励賞 （座長 杉浦直治） 
始原的微惑星の集積時期の決定  
○藤谷 渉1 ( 1茨城大学 )    
 
 
16:50   2G03  奨励賞 （座長 小林憲正） 
太陽系小天体における有機物の形成と進化過程の研究  
○癸生川 陽子1 ( 1横浜国立大学大学院 )    
 
 
17:15-17:20    休憩(5分) 
 
 
17:20   2G04  奨励賞 （座長 益田晴恵） 
ヒ素などの有害元素の環境中での挙動に関する研究  
○板井 啓明1 ( 1愛媛大学 )    
 
 
17:45   2G05  学会賞 （座長 清水 洋） 
XAFS法などによる化学種解析に基づく環境地球化学的研究  
○高橋 嘉夫1 ( 1東京大学 )    
 
 
 
   
 
 
 
   
 
 
 

 

 

 
 
 
 

第 2 日目（9月 17 日） 午後 
総会・特別集会・受賞講演会  

– S–39 –



 
 
 
 
 

第 3 日目（9月 18 日） 口頭発表 午前 
【A会場】 

 
 G08  宇宙化学・惑星化学 (1) 
コンビーナー：寺田健太郎・奈良岡浩・圦本尚義 
 
08:45   3A01 招待講演  
星・惑星系形成領域の星間化学：モデルとALMA観測  
○相川 祐理1 ( 1筑波大学 )  
 
 
 
 
 
 
09:15   3A02  
アンモニアの粒子表面への吸着に伴う窒素同位体分別  
○菅原 春菜1,高野 淑識1,小川 奈々子1,力石 嘉人1,大河内 直彦1 ( 1海洋研究開
発機構 )  
 
 
09:30   3A03  
Murchison隕石中のアルキルピリジン異性体分布と炭素安定同位体比  
○大澤 祐太朗1,奈良岡 浩1 ( 1九州大学 )  
 
 
 
09:45   3A04  
隕石有機物におけるアルキル化環状同族体化合物  
○奈良岡 浩1 ( 1九州大学 )  
 
 
 
10:00   3A05  
無水雪微隕石と含水雪微隕石に含まれる有機物の特徴比較  
○薮田 ひかる1,野口 高明2,伊藤 正一3,中村 智樹4,光成 拓也5,大久保 彩
6,岡崎 隆司2,橘 省吾7,寺田 健太郎1,海老原 充8,永原 裕子6 ( 1大阪大学,2
九州大学,3京都大学,4東北大学,5茨城大学,6東京大学,7北海道大学,8首都大学東
京 )  
10:15   3A06  
木星トロヤ群小惑星探査:太陽系最後のフロンティアを目指して  
○癸生川 陽子1,中村 良介2,青木 順3,矢野 創4,岡田 達明4,森 治4,岩田 隆浩4,
松浦 周二5,津村 耕司6,臼井 文彦7,木下 大輔8,パトリック リカフィカ9,吉田 
二美10 ( 1横浜国立大学,2産総研,3大阪大学,4宇宙航空研究開発機構,5関西学院大
学,6東北大学,7東京大学,8台湾中央大学,9近畿大学,10国立天文台 )  
 
10:30-10:45    休憩(15分)    
 
 
 
 
10:45   3A07  
AGB星He層内で生成されるsプロセス核種同位体の温度・中性子密度依存性
とプレソーラーSiCとの比較２  
○寺田 健太郎1,河井 洋輔1,岩本 信之2,青木 和光3,吉田 敬4 ( 1大阪大学,2
原子力開発機構,3国立天文台,4京都大学 )  
 
11:00   3A08  
完全分解法を用いた炭素質コンドライト全岩の高精度Nd同位体比測定  
○深井 稜汰1,横山 哲也1,鏡味 沙耶1 ( 1東京工業大学 )  
 
 
 
11:15   3A09  
局所サンプリングによるCBコンドライト中のメタル相におけるオスミウム
同位体分析  
○中西 奈央1,横山 哲也1,臼井 寛裕1,岩森 光2 ( 1東京工業大学,2海洋研究開発
機構 )  
 
11:30   3A10  
普通コンドライト隕石のバリウム同位体組成  
○三澤 啓司1,横山 立憲2,米田 成一2 ( 1国立極地研究所,2国立科学博物館 )  
 
 
 
11:45-12:00   3A11  
激しい水質変成を伴う狭山隕石（ＣＭ2のコンドリュールにおけるアルカリ元
素の再分配  
○日高 洋1,樋口 卓哉1,米田 成一2 ( 1広島大学大学院,2国立科学博物館 )  
 
 
 

【B会場】 
 

 S03  大気水圏光化学反応過程 (1) 
コンビーナー：佐久川弘・河村公隆・新垣雄光・渡辺幸一 
 
 
 
 
 
 
09:00   3B01 招待講演  
対流圏大気のOHラジカル計測と酸化過程の理解  
○金谷 有剛1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
 
 
 
 
 
 
09:30   3B02  
天然水および大気液相中光化学反応における活性酸素種の役割  
○佐久川 弘1 ( 1広島大学大学院 )  
 
 
 
09:45   3B03  
瀬戸内海において光化学的に生成した活性酸素種間の相互作用  
○Adebanjo Jacob Anifowose1,竹田 一彦1,佐久川 弘1 ( 1広島大学大学
院 )  
 
 
10:00   3B04  
窒素飽和した森林から流出する渓流水から光化学的に生成するヒドロキシル
ラジカルの発生源の定量評価  
○智和 正明1,東 直子1,大槻 恭一1,兒玉 宏樹2,宮島 徹2,竹田 一彦3,佐久川 弘3 
( 1九州大学,2佐賀大学大学院,3広島大学大学院 )  
 
10:15-10:30    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
 
10:30   3B05 招待講演  
海水成分存在下における多環芳香族炭化水素の光化学反応過程とその生成物  
○三小田 憲史1,栗林 知徳2,米原 敬之2,関口 和彦1,野見山 桂3,篠原 亮太4 
( 1埼玉大学大学院,2熊本県立大学大学院,3愛媛大学,4熊本県立大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
11:00   3B06  
琵琶湖水中の溶存有機物の吸収蛍光特性と光脱色  
○早川 和秀1,杉山 裕子2,Shoji D. Thottathil3,中野 伸一3 ( 1滋賀県琵琶湖環
境科学研究センター,2岡山理科大学,3京都大学 )  
 
 
11:15   3B07  
琵琶湖における溶存態鉄(II)・有機物の動態と光反応  
○丸尾 雅啓1,大田 啓一1,早川 和秀2 ( 1滋賀県立大学,2滋賀県琵琶湖環境科
学研究センター )  
 
 
11:30   3B08  
河川水・海水における溶存有機物中のフェノール性水酸基の測定と環境中で
の動態  
○竹田 一彦1,森木 慎1,大城 和歌子1,佐久川 弘1 ( 1広島大学 )  
 
 
11:45-12:00   3B09  
瀬戸内海における農薬の光分解と生分解過程および動態解析  
○Chikumbusko Chiziwa Kaonga1,竹田 一彦1,佐久川 弘1 ( 1広島大学大学
院 )  
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第 3 日目（9月 18 日） 口頭発表 午前 
【C会場】 

 
 G10 水圏や土壌圏の環境地球化学 (1) 
コンビーナー：高橋嘉夫・板井啓明・光延聖・益田晴恵・田中雅人 
 
 
 
 
 
 
 
09:00   3C01 基調講演  
フューチャ―アースと多項目水質マップ作り ：水圏・土壌圏環境地球化学の
基盤形成  
○中野 孝教1 ( 1総合地球環境学研究所 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
09:30   3C02  
ヒマラヤのエーヤワディ川流域の化学風化量の再評価: 炭素循環にどのよう
な役割を果たすのか  
○眞中 卓也1,大谷 壮矢1,稲村 明彦2,鈴木 淳2,Thura Aung3,Raywadee 
Roachanakanan4,石輪 健樹1,川幡 穂高1 ( 1東京大学,2産業技術総合研究
所,3Myanmar Engineering Society,4Mahidol University )  
09:45   3C03  
バングラデシュのガンジス-ブラマプトラ-メグナ川水系の河川水と地下水に
おけるδ88Sr・87Sr/86Sr組成  
○吉村 寿紘1,若木 重行2,川幡 穂高1,眞中 卓也1,鈴木 淳3,ザキール ホセ
イン4,黒田 潤一郎2,石川 剛志2,大河内 直彦2 ( 1東京大学,2海洋研究開発機
構,3産業技術総合研究所,4ジョショール科学技術大学 )  
10:00   3C04  
陸上微生物が形成する炭酸カルシウムの炭素・酸素同位体比変動  
○野田 典広1 ( 1基礎地盤コンサルタンツ株式会社 )  
 
 
 
10:15-10:30    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
10:30   3C05  
天野川の塩基性化に関する研究  
中口 譲1,○池田 善紀2,濱屋 心1,朝倉 知也1( 1近大理工,2近大院総合理工 )  
 
 
 
10:45   3C06  
大阪府の北摂地域における河川中のヒ素と関連要素の硫化物起源  
○EVEN Emilie1,益田 晴恵 1,柴田 崇弘1,千葉 仁2,平田 岳史 3 ( 1大阪市
立大学,2岡山大学,3京都大学 )  
 
 
11:00   3C07  
大阪平野深部における高塩濃度地下水の起源  
○新谷 毅1,益田 晴恵1,三田村 宗樹1,根本 達也1,岡崎 香生里1 ( 1大阪市立
大学大学院 )  
 
 
11:15   3C08  
富士山周辺における湧水中の栄養塩特性  
○萩原 直樹1,千賀 康弘1 ( 1東海大学海洋学部 )  
 
 
 
11:30   3C09  
富栄養湖沼千葉県手賀沼におけるメタン収支  
○時枝 隆之1,谷口 雄哉1,葛西 眞由子1,伊波 はるな1,小菅 瞭吾1,中山 典
子2 ( 1気象庁,2東京大学 )  
 
 
11:45-12:00   3C10  
自然水および下水処理水中の微量金属の溶解性に及ぼす溶存有機物の分子特
性の影響  
○菊地 哲郎1,藤井 学1,吉村 千洋1 ( 1東京工業大学大学院 )  

【D会場】 
 

 G06  炭化水素資源の地球化学・深部炭素循環 
コンビーナー：早稲田周・坂田将・鈴木徳行・佐野有司 
 
08:45   3D01 基調講演  
オスミウム同位体組成と微細組織からみた天然多結晶ダイヤモンド（カルボ
ナド）の起源＿地殻炭素の地球深部へのリサイクル  
○鍵 裕之1,白石 智子1,角野 浩史1,仙田 量子2,鈴木 勝彦2,淺野 奈津子3,大藤 
弘明3 ( 1東京大学大学院,2海洋研究開発機構,3愛媛大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
09:15   3D02  
西太平洋の海底熱水鉱床鉱物の気体地球化学  
○佐野 有司1,大城 光洋1,鹿児島 渉悟1,藍 徳芳2,高畑 直人1,石橋 純一郎3 ( 1東
京大学,2中央研究院,3九州大学 )  
 
 
09:30   3D03  
地球深部における芳香族炭化水素の化学進化  
○篠崎 彩子1,三村 耕一1,井上 徹2,小松 一生3,後藤 弘匡3,鍵 裕之3 ( 1名
古屋大学,2愛媛大学,3東京大学 )  
 
 
09:45   3D04  
秋田県鮎川油ガス田における女川層タイトオイルの有機地球化学  
○早稲田 周1,奥村 文章1,横井 悟1,辻 隆司1 ( 1石油資源開発株式会社 )  
 
 
 
10:00   3D05  
テルペノイド類の加水熱分解生成物の特徴とその応用  
○朝比奈 健太1,鈴木 德行1 ( 1北海道大学 )  
 
 
 
10:15-10:30    休憩(15分)    
 
 
 
 
 
10:30   3D06  
2-および3-ヒドロキシアーキオールの立体選択的合成と水酸基の絶対立体配
置の推定  
○山内 敬明1 ( 1九州大学 )  
 
 
10:45   3D07 招待講演  
海底下深部の非在来型炭化水素資源環境における生物地球化学的炭素循環と
その環境規定要因  
○稲垣 史生1,Kai-Uwe Hinrichs2 ( 1海洋研究開発機構,2ドイツ・ブレーメン大
学 )  
 
 
 
 
 
 
 
11:15   3D08  
熊野海盆海底泥火山における深部流体・ガスの供給と起源および生物地球化
学プロセスについて  
○井尻 暁1,稲垣 史生1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
 
11:30   3D09  
水溶性天然ガス田においてメタノール分解メタン生成を担うメタン生成アー
キアの分離同定  
○持丸 華子1,玉木 秀幸1,吉岡 秀佳1,坂田 将1,鎌形 洋一1 ( 1産業技術総合
研究所 )  
 
11:45-12:00   3D10  
沿岸域地下帯水層における塩濃度変化が生物的メタン生成に与える影響  
○片山 泰樹1,持丸 華子1,坂田 将1,井川 怜欧1,越谷 賢1,丸井 敦尚1 ( 1産
業技術総合研究所 )  
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第 3日目（9月 18 日） 口頭発表 午後 
【A会場】 

 
 G08  宇宙化学・惑星化学 (2) 
コンビーナー：寺田健太郎・奈良岡浩・圦本尚義 
 
14:30   3A12  
全岩化学組成に基づいたタイプ７普通コンドライトの形成過程  
○吉岡 拓真1,白井 直樹1,海老原 充1 ( 1首都大学東京大学院 )  
 
 
 
14:45   3A13  
未分化天体への衝突による始原的エコンドライトの形成 - NWA 6704 隕
石からの証拠 ー  
○日比谷 由紀1,飯塚 毅1,小澤 一仁1,山口 亮2 ( 1東京大学大学院,2国立極地研
究所 )  
 
15:00   3A14  
地球型惑星における水の起源の解明:ユークライト隕石リン酸塩鉱物のU-Pb
年代・水素同位体分析  
○小池 みずほ1,飯塚 毅1,高畑 直人1,佐野 有司1 ( 1東京大学 )  
 
 
15:15   3A15  
火星隕石TissintのPb同位体分析に基づいた火星マントル化学進化の解明  
○森脇 涼太1,臼井 寛裕1,横山 哲也1,J. I. Simon2,J. H. Jones2 ( 1東京工業大
学,2NASA-JSC )  
 
 
15:30   3A16  
Mn-Cr年代測定におけるanchorの見直し：D’Orbignyの結果について  
○山下 勝行1,谷水 雅治2,米田 成一3,富岡 尚敬4 ( 1岡山大学,2関西学院大学,3国
立科学博物館,4海洋研究開発機構 )  
 
 
15:45   3A17  
アパタイト結晶の水素拡散実験  
○伊藤 正一1,橋口 未奈子2,東 佳徳1,坂田 周平1,平田 岳史1,坂口 勲3 ( 1京都大
学,2宇宙航空研究開発機構,3物質・材料研究機構 )  
 
 
16:00-16:15   3A18  
火星隕石シャーゴッタイトに含まれるバデレアイトの衝撃によるU-Pb同位
体系リセットの再検討  
○海田 博司1,三澤 啓司1,新原 隆史2 ( 1国立極地研究所,2東京大学 )  

【B会場】 
 

 S03  大気水圏光化学反応過程 (2) 
コンビーナー：佐久川弘・河村公隆・新垣雄光・渡辺幸一 
 
14:30   3B10 招待講演  
大気中における有機エアロゾルの生成に係わる不均一反応  
○秋元 肇1 ( 1国立環境研究所) 
 
 
 
 
 
 
 
 
15:00   3B11  
エアロゾル抽出液中のOHラジカル消失速度定数  
○新垣 雄光1,Cort Anastasio2,黒木 由貴子1,中島 仁美1,岡田 孝一郎1,小谷 
有司1,半田 大士1,畦地 総太郎1,木村 太郎1,津波古 愛1,宮城 陽一1 ( 1琉球大
学,2カリフォルニア大学デイビス校 )  
 
15:15   3B12  
大気エアロゾル中での低分子ジカルボン酸の光化学的生成と分解：室内実験  
○河村 公隆1 ( 1北海道大学 低温科学研究所 )  
 
 
 
15:30   3B13  
回転翼航空機を利用した富山県上空の過酸化水素濃度の測定  
○渡辺 幸一1,矢地 千奈津1,西部 美雪1,道上 芹奈1,江田 奈希紗1 ( 1富山県立大
学 )  
 
 
15:45-16:00   3B14  
選択的蛍光プローブを用いた天然水中の脂質過酸化物の測定法の開発  
○SUNDAY Oluwatoyin Michael1,TAKEDA, Kazuhiro1, SAKUGAWA 
Hiroshi1 ( 1広島大学大学院 )  
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第 3日目（9月 18 日） 口頭発表 午後 
【C会場】 

 
 G10 水圏や土壌圏の環境地球化学 (2) 
コンビーナー：高橋嘉夫・板井啓明・光延聖・益田晴恵・田中雅人 
 
 
 
 
14:40   3C11 招待講演  
土壌およびイネ根圏土壌の酸化還元特性とカドミウムの化学種  
○橋本 洋平1,古屋 光啓1,山口 紀子2 ( 1東京農工大学,2農業環境技術研究
所 )  
 
 
 
15:00   3C12  
地球温暖化と樹木の立ち枯れの関係  
○大森 禎子1 ( 1東邦大学 )  
 
 
 
15:15   3C13  
マーシャル諸島マジュロ環礁の土壌中の元素の鉛直分布  
○伊藤 理彩1,高橋 嘉夫1,為則 雄祐2,山口 徹3 ( 1東京大学大学院,2高輝度
光科学研究センター,3慶應義塾大学 )  
 
 
 
15:30-15:45   3C14  
廃電気・電子製品野焼き土壌におけるダイオキシン類縁化合物と重金属類の
相互作用  
○藤森 崇1,板井 啓明2,後藤 哲智2,Asante Kwado A3,大塚 将成2,高橋 真2,
田辺 信介2 ( 1京都大学,2愛媛大学,3CSIR Water Research Institute )  
 
 
 
 16:30   閉会式  
 

【D会場】 
 

 G03  放射性廃棄物と地球化学 
コンビーナー：日高洋・吉田英一・大貫敏彦・河田陽介 
 
14:30   3D11 基調講演  
Feコンクリーションに学ぶ地下環境中のFe(水)酸化物の長期挙動アナログ  
○吉田 英一1 ( 1名古屋大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
15:00   3D12  
花崗岩の酸化還元緩衝能力は大規模地下施設の建設・操業に耐えられるか？  
○岩月 輝希1,林田 一貴1,加藤 利弘1,宗本 隆志1,久保田 満1 ( 1日本原子力
研究開発機構 )  
 
 
15:15   3D13  
レーザーアブレーション試料導入-ICP質量分析法による炭酸塩鉱物の
U-Th-Pb年代測定技術の開発  
○横山 立憲1,國分（齋藤） 陽子1,村上 裕晃1,平田 岳史2,坂田 周平2,檀原 徹3,
岩野 英樹3,常 青4,木村 純一4 ( 1日本原子力研究開発機構,2京都大学 ,3株式会
社京都フィッション・トラック,4海洋研究開発機構 )  
 
15:30-16:00   3D14 招待講演  
三浦半島西部沿岸域における地下水年代測定による地下水流動場の評価  
○富岡 祐一1,長谷川 琢磨1,中田 弘太郎1,近藤 浩文1,吉村 公孝2,國丸 貴紀2,
西尾 光2 ( 1一般財団法人電力中央研究所,2原子力発電環境整備機構 )  
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ポスター発表 
プログラム 

 

（P 会場） 



 
 
 
 

第 1 日目（9月 16 日） ポスターセッション 
ポスター会場 7 号館 2階 201・202 

  
 

 S01  鉱物資源の地球化学～陸上鉱床から海底鉱物資源まで～ 
 
1P01  
CK14-04 航海から採取された沖縄トラフ掘削コア試料中の硫化鉱物  
○戸塚 修平 1,堤 彩紀 1,石橋 純一郎 1,島田 和彦 1,野崎 達生 2,高谷 雄太郎 3,
山崎 徹 4,高井 研 2,熊谷 英憲 2,川口 慎介 2,宮崎 淳一 2,正木 裕香 2,久保 雄
介 2,鈴木 勝彦 2 ( 1九州大学大学院,2海洋研究開発機構,3早稲田大学,4産業技術
総合研究所 )  
 
1P02  
熱水起源の硬石膏の年代測定の試み  
○藤原 泰誠 1,豊田 新 2,内田 乃 1,石橋 純一郎 3 ( 1岡山理科大学大学院,2岡山
理科大学,3九州大学 )  
 
1P03  
伊豆小笠原海域における熱水性マンガン酸化物のU- ThおよびU-Pb年代決
定の試み  
○山岡 香子 1,Lin Ma2,臼井 朗 3 ( 1産業技術総合研究所,2テキサス大学エルパ
ソ校,3高知大学 )  
 
1P04  
南鳥島 EEZ東方に分布するマンガンノジュールの化学組成の特徴  
○町田 嗣樹 1,藤永 公一郎 2,石井 輝秋 3,中村 謙太郎 2,平野 直人 4,加藤 泰浩 2 
( 1海洋研究開発機構,2東京大学,3深田地質研究所,4東北大学 )  
 
1P05  
海洋酸性化が海底のマンガン団塊に与える影響  
○Wang Quan1,眞中 卓也 1,川幡 穂高 1,山岡 香子 2,鈴木 淳 2 ( 1東京大学,2産
業技術総合研究所 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 G01  大気微量成分の地球化学 
 
1P06  
大気汚染によりエアロゾルから供給される生物に利用可能な鉄  
○伊藤 彰記 1,時 宗波 2 ( 1海洋研究開発機構,2バーミンガム大学 )  
 
1P07  
降雨時の大気沈着中微量重金属元素濃度の変動  
○齋藤 あゆみ 1,佐名川 洋右 1,山本 祐平 1,今井 昭二 1 ( 1徳島大学大学院 )  
 
1P08  
ICP-MS直接エアロゾル元素分析による野外観測の試み  
○五十嵐 康人 1,西口 講平 2,萩野 浩之 3,木名瀬 健 4,北 和之 4 ( 1気象研究
所,2ジェイ・サイエン・スラボ,3自動車研究所,4茨城大学 )  
 
1P09  
モンゴルのウランバートル市におけるエアロゾルの化学組成とその起源推定  
○福田 紘之 1,山本 鋼志 1,長谷川 精 1 ( 1名古屋大学 )  
 
1P10  
北陸地方における PM2.5 および黄砂粒子の動態―大陸起源および火山噴煙
由来の影響―  
佐藤 博仁 1,竹内 皓基 1,山崎 暢浩 1,金 聖鈞 1,○渡辺 幸一 1 ( 1富山県立大学 )  
 
1P11  
北海道におけるエアロゾル中の水溶性イオンおよび微量金属元素の濃度変動  
○南 秀樹 1,中村 遼太 1,張 雷 1,的場 澄人 2,小畑 元 3 ( 1東海大学,2北海道
大学,3東京大学 )  
 

 
 G02  古気候・古環境解析の地球化学 
 
1P12  
シャコガイの高解像度塩素分析  
○堀 真子 1,佐野 有司 2,石田 章純 2,高畑 直人 2,白井 厚太朗 2 ( 1大阪教育
大学,2東京大学 )  
 
1P13  
造礁サンゴによるカルサイト骨格生成と温度依存性  
○樋口 富彦 1,白井 厚太朗 1,湯山 育子 2,目崎 拓真 3 ( 1東京大学,2国立遺伝学
研究所,3黒潮生物研究所 )  
 
1P14  
完新世の本州日本海側の石筍の流体包有物中の水素・酸素同位体分析  
○大嶺 佳菜子 1,植村 立 1,三嶋 悟 1,狩野 彰宏 2,曽根 知実 3,柏木 健司 4 ( 1琉
球大学,2九州大学大学院,3マリン・ワーク・ジャパン,4富山大学大学院 )  
 
1P15  
沖縄県南大東島の石筍の炭酸カルシウムと流体包有物の酸素安定同位体比の
変動  
○ 三 嶋  悟 1, 植 村  立 2, 大 嶺  佳 菜 子 2, 浅 海  竜 司 2,Chen 
Jin-Ping3,Chuan-Chou Shen3 ( 1琉球大学大学院,2琉球大学,3台湾大学 )  
 
1P16  
南極表層積雪とドームふじアイスコア中の硫黄同位体分析による硫酸エアロ
ゾルの変動メカニズムの解析  
○眞坂 昂佑 1,植村 立 1,福井 幸太郎 2,飯塚 芳徳 3,松本 理誠 1,植村 美希
1,平林 幹啓 4,本山 秀明 4 ( 1琉球大学,2立山カルデラ砂防博物館,3北海道大
学,4国立極地研究所 )  
 
1P17  
Sr、Nd同位体比と微量元素組成を用いた北極海カナダ海盆西部域の沈降粒子
中の珪酸塩砕屑粒子の起源解析  
○竹内 晟也 1,淺原 良浩 1,原田 尚美 2,長島 佳菜 2,小野寺 丈尚太郎 2 ( 1名古屋
大学,2海洋研究開発機構 )  
 
1P18  
琵琶湖堆積物を用いた過去約 43万年間の古環境解析  
○越智 義和 1,浦林 紀大 2,鵜木 和義 3,山本 修一 1 ( 1創価大学大学院,2創価大
学工学部,3創価大学 )  
 
1P19  
後期第四期カリフォルニア沖堆積物中バイオマーカーからみた植生変化  
中國 正寿 1,大力 千恵子 1,○中田 知里 1,石渡 良志 2,山本 修一 1 ( 1創価
大学大学院,2東京都立大学 )  

 
 

 
 G07  マントル物質の化学とダイナミクス 
 
1P20  
ダブルスパイクと MC-ICP-MS を用いたモリブデン同位体分析の確立に向け
て  
○後藤 孝介 1,下田 玄 1 ( 1産業技術総合研究所 )  
 
1P21  
CO2-H2O を含むカンラン岩の部分融解による炭酸塩メルト生成とリン濃集の
可能性  
○小澤 亜耶 1,小木曽 哲 1,河上 哲生 1 ( 1京都大学 )  
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第 1 日目（9月 16 日） ポスターセッション 
ポスター会場 7 号館 2階 201・202 

 
 

 
  

 
 G11 地球内部流体の化学 
 
1P22  
δ11B-δ7Li 値からみた三重県温泉水の地球化学的特徴  
○谷水 雅治 1,仲井 涼 1,小林 裕基 1,森 康則 2,木村 浩之 3,青 常 4,中村 
仁美 4 ( 1 関西学院大学,2 三重県保健環境研究所,3 静岡大学,4 海洋研究開発機
構 )  
 
1P23  
沖縄トラフ伊是名海穴海底熱水系における硫黄システマティクス  
○川角 彰吾 1,千葉 仁 1,石橋 純一郎 2 ( 1岡山大学,2九州大学 )  
 
1P24  
富士山北麓地域の硫酸塩泉の起源および水質形成機構  
○谷口 無我 1,村松 容一 2,千葉 仁 3,奥村 文章 4,大場 武 1 ( 1東海大学,2東京理
科大学,3岡山大学,4石油資源開発（株） )  
 
1P25  
地殻内流体のマッピング  
○岩森 光 1,中村 仁美 1,上木 賢太 1,渡辺 了 2 ( 1海洋研究開発機構,2富山大
学 )  

 
 
 

 G14 初期地球と生命起源の地球化学 
 
1P26  
低地球周回軌道を利用した宇宙塵捕集とアミノ酸関連分子の宇宙曝露：たん
ぽぽ計画実験開始報告  
○小林 憲正 1,三田 肇 2,藪田 ひかる 3,癸生川 陽子 1,中川 和道 4,今井 栄
一 5,奥平 恭子 6,石橋 之宏 7,田端 誠 8,河合 秀幸 8,矢野 創 9,橋本 博文
9,山岸 明彦10,たんぽぽ WG9 ( 1横浜国立大学大学院,2福岡工業大学,3大阪大
学大学院,4神戸大学,5長岡技術科学大学,6会津大学,7九州大学大学院,8千葉大学
大学院,9宇宙航空研究開発機構,10東京薬科大学 )  
 
1P27  
放射線照射によるアミノ酸の分解とエナンチオ比変化  
○鈴木 菜摘1,高橋 淳一2,依田 功 3,加藤政博4, 癸生川 陽子1, 小林 憲正1 ( 1
横浜国立大学大学院,2大阪大,3東工大,4分子研 )  
 
1P28  
模擬星間物質への粒子線照射生成物の分子構造分析  
○榎本 真吾 1,松田 知之 1,福田 一志 2,近藤 康太郎 2,小栗 慶之 2,吉田 聡 3, 小
林 憲正 1, 癸生川 陽子 1( 1横浜国立大学大学院,2東工大,3放医研 )  
 
1P29  
循環型ガスフローラインを用いた隕石衝突蒸気雲内の固相-気相熱反応模擬
実験  
○小林 諒平 1,古川 善博 1,掛川 武 1 ( 1東北大学 )  
 
1P30  
アルカリ熱水噴気孔条件における硫化鉄鉱物への有機酸の吸着  
○西井 明梨 1,北台 紀夫 2,時盛 ひとみ 2,黒川顕 2( 1東工大生命理工,2東工大地
球生命研 )  
 
1P31  
冥王代海洋地殻組成の推定とその含水融解実験：冥王代海洋・大陸地殻組成
の解明に向けて  
○近藤 望1,芳野 極2,小木曽 晢1 ( 1京都大学,2岡山大学地球物質科学研究セン
ター )  
 
1P32  
西オーストラリア、ノースポール地域の約 35億年前炭質物の顕微赤外分光分
析  
○伊規須 素子 1,上野 雄一郎 2,高井 研 1 ( 1海洋研究開発機構,2東京工業大
学 )  

 
 G15 海洋化学・大気化学（全般） 
 
1P33  
北太平洋亜寒帯域における亜硝酸塩同位体比を用いたN2O生成過程の解析  
○松嶋 修一郎 1,豊田 栄 2,布浦 拓郎 3,眞壁 明子 3,吉田 尚弘 2 ( 1東京工業大学
大学院,2東京工業大学,3海洋研究開発機構 )  
 
1P34  
海洋観測プラットフォームへの化学センサの適用  
○下島 公紀 1 ( 1九州大学 )  
 
1P35  
熱水の希ガス測定のための試み：2011年上山温泉水と上山標準ガスとの比較  
○佐藤 佳子 1,熊谷 英憲 1,岩田 尚能 2,鈴木 勝彦 1 ( 1海洋研究開発機構,2
山形大学 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 G16 固体地球化学（全般） 
 
1P36  
ケイ酸塩の酸素同位体比定量法: Microfluorination technique の再現  
○大久保 智 1 ( 1ジャスコインタナショナル株式会社 )  
 
1P37  
Interferences of Ba induced molecular ions in solution ICP-MS and 
their correction for direct determination of REEs in geothermal waters  
○常 青 1,中村 仁美 1,岩森 光 1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
1P38  
阿蘇火山火砕流堆積物中のアパタイトの揮発性成分組成  
○道久 真理絵 1,佐野 有司 2,高畑 直人 2,石田 章純 2,小池 みずほ 2,吉田 健太
3,東野 文子 1,小木曽 哲 1 ( 1京都大学大学院,2東京大学,3大阪市立大学大学院 )  
 
1P39  
ジルコンのCe異常とマグマの酸化還元状態の進化：石鎚コールドロンに産す
る火成岩類を例に  
○竹原 真美 1,堀江 憲路 1,谷 健一郎 2,吉田 武義 3,外田 智千 1,清川 昌一 4 ( 1

国立極地研究所,2国立科学博物館,3東北大学大学院,4九州大学大学院 )  
 
1P40  
二次イオン質量分析計におけるジルコンの Pb/U比補正法の再検証  
○堀江 憲路 1,竹原 真美 1 ( 1国立極地研究所 )  
 
1P41  
インド東ガーツ帯西部境界領域グラニュライトの年代学：ジルコンの U-Pb 
SHRIMP年代とモナザイトのCHIME年代によるアプローチ  
○チャタジー アミタバ 1,日高 洋 1,ダス カウシク 1,ボス サンカー2 ( 1広
島大学大学院,2プレジデンシー大学 )  
 
1P42  
中国東北部鞍山地域における東山片麻岩の産状とジルコンU-Pb 年代測定  
○上原 啓幹 1,山本 伸次 1,李 毅兵 2,金 巍 3,昆 慶明 4,小宮 剛 1 ( 1東京大学大
学院,2中国地質科学院地質研究所,3吉林大学,4産業技術総合研究所 )  
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第 2 日目（9月 17 日） ポスターセッション 
ポスター会場 7 号館 2階 210 

 
 
 S02  鉄の地球微生物学と地球化学 
 
2P01  
深海環境でのパイライト利用微生物群の解明  
牧田 寛子 1,○鈴木 優美 2,関野 優也 2,田中 英美子 2,光延 聖 3,大橋 優莉 3,高
村 岳樹 2,高井 研 1 ( 1海洋研究開発機構,2神奈川工科大学,3静岡県立大学大学
院 )  
 
2P02  
深海底での微生物現場培養実験から紐解く鉄を基盤とした海底下微生物圏： 
放射光源 X 線分析法を駆使した微生物による地殻内エネルギー獲得戦略の解
明  
○大橋 優莉 1,光延 聖 1,坂田 昌弘 1,鈴木 優美 2,牧田 寛子 3,野崎 達生 3,川口 
慎介 3 ( 1静岡県立大学,2神奈川工科大,3JAMSTEC )  
 
 
 
 
 G04  鉱物境界面の地球化学，水-岩石相互作用 
 
2P03  
モリブデンとタングステンのカルサイトへ分配挙動  
○渡辺 勇輔 1,高橋 嘉夫 1 ( 1東京大学大学院 )  
 
 
 
 
 G09  生物と有機物の地球化学 
 
2P04  
不溶性地層有機物中のクロロフィル由来物質：結合態マレイミド類・フタル
イミド類  
○養田 太一 1,朝比奈 健太 2,野本 信也 1 ( 1筑波大学,2北海道大学 )  
 
2P05  
水道水から放出される非メタン炭化水素  
○猪狩 俊一郎 1 ( 1産業技術総合研究所 )  
 
2P06  
アルゼンチンNeuquén 盆地 K/Pg 境界堆積岩中のC・S含有量分布と大量絶
滅事変の南半球生命圏への影響  
○赤井 真道 1,薮田 ひかる 1 ( 1大阪大学大学院 )  
 
2P07  
森林域から流出する硝酸の起源：土壌水中の硝酸との三酸素同位体組成比較  
○小幡 祐介 1,安藤 健太 2,大山 拓也 2,中川 書子 2,角皆 潤 2,山下 尚之 3,齋藤 
辰善3,佐瀬 裕之3 ( 1三重大学 ,2名古屋大学,3一般財団法人 日本環境衛生セ
ンター )  
 
2P08  
造礁性サンゴ骨格中脂肪酸の分子レベル炭素安定同位体分析に向けた適切な
前処理方法の検討  
中富 伸幸 1,○岨 康輝 2,田中 健太郎 3,葛西 里美 1,山本 修一 4 ( 1創価大学大
学院,2東邦大学,3東京大学,4創価大学 ) 

 
 
 

 G12 最先端計測・同位体化学の地球化学及び境界領域への応用(1) 
 
2P09  
鉄マンガンクラストの成因研究に向けたテルル安定同位体分析法の開発  
○深海 雄介 1,木村 純一 1,鈴木 勝彦 1 ( 1海洋研究開発機構 )  
 
2P10  
スズ同位体を用いた青銅器の産地推定の可能性  
○中井 俊一 1,山崎 絵里香 2,横山 哲也 2,三船 温尚 3,齋藤 努 4,陳 建立 5,サフ
ー ユービン 1 ( 1東京大学,2東京工業大学,3富山大学,4国立歴史民俗博物館,5
北京大学 )  
 
2P11  
ケイ酸のプロトン化／脱プロトン化反応におけるケイ素の同位体分別  
○藤井 俊行 1,Emily A. Pringle2,Marc Chaussidon2,Frédéric Moynier2 ( 1
京都大学,2パリ地球物理研究所 )  
 

 
 
 G12 最先端計測・同位体化学の地球化学及び境界領域への応用(2) 
 
2P12  
酸素同位体異常(Δ17O)を指標とした南極大気中硫酸の生成過程の季節変動解
析  
○石野 咲子 1,服部 祥平 1,Savarino Joel2,Jourdain Bruno2,Preunkert 
Susanne2,Legrand Michel2, 吉 田  尚 弘 1 ( 1 東 京 工 業 大 学 大 学
院,2LGGE/CNRS )  
 
2P13  
炭酸塩鉱物沈澱反応におけるマグネシウム同位体分別と XAFS 法による局所
構造解析  
○柵木 彩花 1,肆矢 俊浩 1,大野 剛 1,小川 雅裕 2,山川 庸芝明 3,高橋 嘉夫 3 ( 1

学習院大学,2立命館大学,3東京大学 )  
 
2P14  
微小量岩石試料の Li・Sr・Nd・Pb 同位体比の系統的分析のための化学分離
法の検討  
○川合 達也 1,若木 重行 2,永石 一弥 1,石川 剛志 2 ( 1株式会社マリン・ワーク・
ジャパン,2海洋研究開発機構 )  
 
2P15  
113In-203Tl ダブルスパイクを用いた同位体希釈内標準 ICP-MS法による岩
石の微量元素濃度測定  
○横山 哲也 1,日野原 侑 1,永井 友一朗 1,森 智比古 1 ( 1東京工業大学 )  
 
2P16  
同位体希釈 ICP質量分析による JCp-1（サンゴ）および JCt-1（シャコガイ）
中の 14希土類元素の定量  
○田中 剛 1,Lee Seung-Gu2,Kim Taehoon3,Han Seunghee3,Lee Hyo 
Min2,Lee Seung Ryeol2,Lee Jong Ik3 ( 1名古屋大学,2韓国地質鉱物資源研究
院,3韓国極地研究所 )  
 
2P17  
ICP 質量分析計を用いた地球化学標準試料（岩石・海水・炭酸塩）のリチウ
ム同位体比迅速分析  
○永石 一弥 1,谷水 雅治 2,石川 剛志 3 ( 1（株）マリン・ワーク・ジャパン,2
関西学院大学,3海洋研究開発機構 )  

 
2P18  
フェムト秒レーザーとエキシマーレーザーによる INTAV火山ガラス試料のレ
ーザーアブレーション ICP-MS多元素分析の比較  
○丸山 誠史 1,服部 健太郎 2,平田 岳史 2,鈴木 毅彦 3,檀原 徹 1 ( 1株式会社 
京都フィッション・トラック,2京都大学,3首都大学東京 )  
 
2P19  
高精度年代測定のための元素イメージング  
○平田 岳史 1,坂田 周平 1,折橋 裕二 2,鈴木 敏弘 3 ( 1京都大学大学院,2東京
大学,3東京工業大学 )  
 
2P20  
多重検出器型-ICP 質量分析計のための高感度イオン検出器の開発  
○平田 岳史 1,坂田 周平 1 ( 1京都大学大学院 )  
 
 
 
 
 G13 原発事故で放出された放射性核種の環境動態 
 
2P21  
福島沖半外洋域に水平輸送される東京電力福島第一原子力発電所事故由来の
粒状態放射性セシウム  
Ken O Buesseler1,Christopher R. German1,○本多 牧生 2,乙坂 重嘉
3,Erin E. Black1,川上 創 2,Steven J Manganini1,Steven M. Pike1 ( 1Woods 
Hole Oceanographic Institution,2海洋研究開発機構,3日本原子力研究開発機
構 )  
 
2P22  
名大キャンパス各所の放射線量を初年次教育に用いる  
○田中 剛 1,椋本 ひかり 1,冨山 慎二 1,加藤 ともみ 1,坂田 健 1 ( 1名古屋大
学 )  
 
2P23  
ICP 質量分析法による長半減期放射性同位体分析法の開発と土壌試料への応
用  
○齋藤 陽介 1,大野 剛 1,村松 康行 1,廣野 睦 1 ( 1学習院大学 )  
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第 3 日目（9月 18 日） ポスターセッション 
ポスター会場 7 号館 2階 211 

 
 

 S03  大気水圏光化学反応過程 
 
3P01  
立山における積雪中のイオン成分、アルデヒド類および過酸化水素の特徴  
○渡辺 幸一 1,高辻 航平 1,平井 泰貴 1,矢地 千奈津 1,道上 芹奈 1 ( 1富山県立大
学 )  
 
3P02  
大気中オゾン生成速度の直接測定  
○定永 靖宗 1,川﨑 梓央 1,鶴丸 央 2,井田 明 2,岸本 伊織 2,Ramasamy 
Sathiyamurthi2,坂本 陽介 2,加藤 俊吾 3,中山 智喜 4,坂東 博 1,梶井 克純 2 ( 1
大阪府立大学大学院,2京都大学大学院,3首都大学東京大学院,4名古屋大学 )  
 
 

 
 G03  放射性廃棄物と地球化学 
 
3P03  
瑞浪超深地層研究所深部地下水における深部起源ガスがDIC, CH4に与える影
響評価  
○廣田 明成 1,東郷 洋子 1,伊藤 一誠 1,森川 徳敏 1,福田 朱里 2,鈴木 庸平
3,角皆 潤 4,池谷 康祐 4,小松 大祐 5,岩月 輝希 6 ( 1産業技術総合研究所,2
明治大学,3東京大学大学院,4名古屋大学,5東海大学,6日本原子力研究開発機構 )  
 
 
 
 G06  炭化水素資源の地球化学・深部炭素循環 
 
3P04  
バイオマーカー分析による東部南海トラフメタンハイドレート含有堆積物中
のメタン生成活動の評価  
○天羽 美紀 1,真保 恵美子 1,藤井 哲哉 1,吉岡 秀佳 2,片山 泰樹 2,坂田 将 2 ( 1
石油天然ガス・金属鉱物資源機構,2産総研 )  
 
 
 
 G08  宇宙化学・惑星化学 
 
3P05  
中性子捕獲反応による Sm および Gd 同位体変動からわかる月隕石の宇宙線
照射履歴  
○佐久間 圭佑 1,日高 洋 1,米田 成一 2( 1広島大学大学院,2国立科博 )  
 
3P06  
局所同位体分析に向けたレーザーポストイオン化SNMSの開発  
○河井 洋輔 1,寺田 健太郎 1,上岡 萌 1,諏訪 太一 1,豊田 岐聡 1,石原 盛
男 1,青木 順 1,中村 亮介 2 ( 1大阪大学大学院,2大阪大学 )  
 
3P07  
炭素質隕石の溶媒抽出画分に含まれる含酸素化合物の特徴  
○横山 築 1,山下 陽平 1,北島 富美雄 1,山内 敬明 1,奈良岡 浩 1 ( 1九州大学
大学院 )  
 
3P08  
SIMSによるY81020 (CO 3.05) コンドライトのメタル粒子の親鉄性元素分
析  
○比屋根 肇 1,森下 祐一 2,斎藤 元治 3 ( 1東京大学,2静岡大学,3産業技術総合
研究所 )  
 
3P09  
希土類元素存在度から考えるユークライト隕石 の分化過程  
○大西 剛司 1,清水 保宏 1,世羅 浩平 1,日高 洋 1( 1広島大理 )  
 
3P10  
X 線顕微鏡（cSTXM）を用いたアエンデ隕石マトリクス中の有機物分析  
○菅 大暉 1,武市 泰男 2,宮本 千尋 3,間瀬 一彦 2,小野 寛太 2,高橋 嘉夫 4,
宮原 正明 1 ( 1広島大学,2高エネルギー加速器研究機構,3東京大学 ,4東京大
学 )  
 

 
 
 G10 水圏や土壌圏の環境地球化学 
 
3P11  
水試料の炭素同位体分析のための試料保管：ろ過の効果とゴムセプタムの影
響  
○高橋 浩 1,半田 宙子 1,高橋 正明 1,石川 修伍 2,木村 浩之 2 ( 1産業技術総合
研究所,2静岡大学 )  
 
3P12  
沈殿法による水試料の 14C 分析  
○南 雅代 1,高橋 浩 2 ( 1名古屋大学,2産業技術総合研究所 )  
 
3P13  
自然同位体トレーサーを用いた新生産・再生生産速度の定量：人工同位体ト
レーサー添加培養法との比較  
○中川 書子 1,小幡 祐介 1,角皆 潤 1,小松 大祐 2,田中 敦 3,梅田 信 4 ( 1名古屋
大学大学院,2東海大学,3国立環境研究所,4東北大学 )  
 
3P14  
単純な微生物食物連鎖系における重元素の挙動  
○香西 直文 1,坂本 文徳 1,大貫 敏彦 1,佐藤 隆博 1,江夏 昌志 1,神谷 富裕
1,江坂 文孝 1 ( 1日本原子力研究開発機構 )  
 
3P15  
自然的原因で重金属類を含む土砂の処理問題  
○野田 典広 1 ( 1基礎地盤コンサルタンツ株式会社 )  
 
3P16  
マラウイ南部の地下水の地球化学的特徴  
○福山 繭子 1,Moses Kachemwe1 ( 1秋田大学大学院 )  
 
3P17  
バングラデシュにおける高濃度ヒ素汚染地下水の地球化学的研究  
○浅越 佑馬 1,寺門 靖高 1,岸部 克也 1,N. M. Refat Nasher2 ( 1神戸大学大学
院,2Jagannath University )  
 
3P18  
紅河の河川水及び堆積物中のヒ素と鉛の挙動  
○井上 凌 1,益田 晴恵 1,米澤 剛 1,Truong Xuanluang2,中野 孝教 3 ( 1大阪市
立大学大学院,2ハノイ鉱山地質大学,3総合地球環境学研究所 )  
 
3P19  
熊野灘沖南海トラフの堆積物中におけるヒ素の固定と溶出過程  
○吉西 晴香1,益田 晴恵1,淵田 茂司2 ( 1大阪市立大学大学院,2国立環境研究
所 )  
 
3P20  
鹿沼土利用による水中ヒ素の除去法  
○後藤 啓 1, 佐竹 研一 1 ( 1立正大学大学院 )  
 
3P21  
別府血の池地獄の希土類元素と硫黄同位体比に関する研究  
○前野 真実子 1,島田 雄樹 1,能登 征美 1 ( 1九電産業株式会社 )  
 
3P22  
相模川河川水中に含まれる自然起源有機物の時空間変動  
○井下 喜美華 1,上間 美穂 1,兒山 和子 1,山本 修一 1 ( 1創価大学大学院 )  
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